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荷
田
春
満
と
赤
穂
浪
士

　
　

根
岸
茂
夫

　
　
　

一

　

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
十
二
月
十
四
日
、
大
石
内
蔵
助
良
雄
ら
赤

穂
浪
士
が
吉
良
上
野
介
義
央
邸
に
討
入
り
、首
級
を
挙
げ
た
い
わ
ゆ
る「
赤

穂
事
件
」
の
際
、
国
学
の
始
祖
荷
田
春
満
が
こ
れ
を
支
援
し
た
事
実
は
、

既
に
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
前
日
の
十
二
月
十
三
日
、
荷
田
春
満
は

大
石
内
蔵
助
の
一
族
大
石
三
平
良
穀
に
書
状
を
送
り
、
十
四
日
に
は
吉
良

義
央
が
在
宅
し
て
い
る
と
い
う
情
報
を
知
ら
せ
た
。
こ
の
書
状
が
、
大
石

内
蔵
助
に
吉
良
邸
討
入
り
を
決
断
さ
せ
る
重
要
な
情
報
の
一
つ
と
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

荷
田
春
満
は
通
称
羽
倉
斎い
つ
き

信
盛
、
荷
田
姓
で
東
丸
・
春
満
な
ど
と
号

し
た（

1
（

。
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
山
城
伏
見
の
稲
荷
社
の
御
殿
預
羽
倉
（
東

羽
倉
）
信
詮
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
家
学
の
神
道
・
故
実
・
和
歌
を
始

め
文
学
・
歴
史
・
律
令
・
漢
学
な
ど
を
修
め
社
務
に
携
わ
り
、
一
時
妙
法

院
宮
に
仕
え
た
が
、
元
禄
十
三
年
大
炊
御
門
経
光
が
徳
川
家
光
五
十
年
忌

の
勅
使
と
し
て
江
戸
に
下
っ
た
時
、
経
光
と
と
も
に
江
戸
に
下
り
、
江
戸

で
国
学
を
教
授
し
て
い
た
。
時
に
三
四
歳
で
あ
る
。
当
時
は
羽
倉
斎
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
、
検
討
す
る
史
料
に
も
そ
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
が
、
本

稿
で
は
荷
田
春
満
と
著
し
て
お
く
。
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荷
田
春
満
が
赤
穂
浪
士
を
支
援
し
た
と
い
う
逸
話
は
、
近
世
か
ら
伝
え

ら
れ
て
い
た
。
す
で
に
春
満
生
前
の
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
片
山
深
淵

『
赤
城
義
臣
伝
』
巻
九（

2
（

に
は
、
春
満
が
赤
穂
浪
士
の
一
人
堀
部
安
兵
衛
と

昵
懇
と
記
さ
れ
、
ま
た
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
豊
後
岡
藩
の
儒
者
角
田

九
華
が
著
し
た
『
続
近
世
叢
語
』
巻
之
二（

（
（

に
は
、
春
満
が
大
高
源
吾
に
吉

良
邸
の
絵
図
を
与
え
た
と
い
う
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら

の
逸
話
は
正
確
で
は
な
い
。
明
治
期
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
福
本
日
南

『
元
禄
快
挙
録（

（
（

』（
一
九
〇
九
年
刊
）
に
は
春
満
の
逸
話
は
な
い
が
、
福
本

が
増
補
・
訂
正
し
た
『
元
禄
快
挙
真
相
録
』
に
は
、「
闇
中
の
飛
躍
」
と

し
て
大
石
内
蔵
助
と
春
満
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。

　

福
本
の
著
書
が
刊
行
さ
れ
た
明
治
末
期
以
降
、『
赤
穂
義
人
纂
書（

（
（

』
な

ど
史
料
の
公
開
も
進
ん
だ
。
こ
と
に
一
九
二
二
年
に
弘
前
高
等
学
校
教
授

と
し
て
弘
前
に
赴
任
し
た
国
文
学
者
弥
富
破
摩
雄
が
、
大
石
無
人（

（
（

（
三
平（

（
（

の
父
）
の
子
孫
で
旧
弘
前
藩
士
大
石
尚
一
郎
家
の
赤
穂
浪
士
関
係
史
料
を

調
査
し
、
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
三
日
「
大
石
三
平
宛
荷
田
春
満
書
状
」

を
発
見
し
た
。
弥
富
は
一
九
二
二
年
『
義
士
帖（

（
（

』
を
出
版
し
、
大
石
家
に

残
る
赤
穂
浪
士
関
係
史
料
の
写
真
版
を
掲
載
し
て
春
満
の
書
状
も
公
開

し
、
本
書
の
後
記
の
冒
頭
に
春
満
書
状
の
発
見
を
特
記
し
て
い
る
。
さ
ら

に
『
近
世
国
文
学
之
研
究（

（
（

』
に
「
荷
田
春
満
の
元
禄
義
挙
幇
助
始
末
」
を

著
し
、
こ
の
書
状
を
分
析
し
て
事
実
の
周
知
に
努
め
た
。

　

こ
の
書
状
を
始
め
諸
史
料
で
詳
細
な
検
討
を
お
こ
な
っ
た
一
人
に
、
近

代
の
代
表
的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
徳
富
蘇
峰
が
お
り
、『
近
世
日
本
国
民

史
』
元
禄
時
代
中
巻
義
士
篇（
（1
（

で
は
「
隠
れ
た
る
同
情
者
」
の
項
目
を
立
て

て
荷
田
春
満
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
本
書
で
は
春
満
の
書
状
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
弘
前
大
石
家
文
書
に
存
す
る
「
富
森
助
右
衛
門
書
状
」「
間

瀬
久
太
夫
書
状
」
を
は
じ
め
、『
堀
内
伝
右
衛
門
覚
書
』『
寺
坂
吉
右
衛
門

筆
記
』
な
ど
を
引
用
し
な
が
ら
、
春
満
が
吉
良
邸
の
情
報
を
知
ら
せ
た
事

実
を
確
認
し
て
い
る
。

　

昭
和
に
入
る
と
、
中
央
義
士
会
編
『
赤
穂
義
士
史
料
』
上
巻（
（（
（

に
『
堀
部

弥
兵
衛
金
丸
私
記
』（
以
下『
堀
部
金
丸
覚
書
』と
略
記
）が
掲
載
さ
れ
て
、

後
述
す
る
よ
う
に
春
満
と
赤
穂
浪
士
と
の
関
係
が
さ
ら
に
明
確
に
な
っ

た
。『
同
書
』
下
巻
に
は
「
大
石
三
平
宛
荷
田
春
満
書
状
」
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

　

荷
田
春
満
研
究
に
お
い
て
も
、
赤
穂
浪
士
と
の
関
係
は
注
目
さ
れ
た
。

戦
前
東
丸
神
社
が
発
行
し
た
『
春
葉
』
に
は
「
荷
田
東
丸
大
人
と
赤
穂
義

士
と
の
関
係
史
料
」（
第
一
巻
一
一
号
、
一
九
三
二
年
）、「
荷
田
春
満
大

人
と
赤
穂
義
士
」（
第
三
巻
一
一
号
、
一
九
三
四
年
）
な
ど
が
掲
載
さ
れ
、

三
宅
清
『
荷
田
春
満
の
神
祇
道
学（
（1
（

』
に
も
、
や
や
冷
や
や
か
な
態
度
で
は

あ
る
が
こ
の
事
実
を
叙
述
し
て
い
る
。

　

戦
後
に
な
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
『
忠
臣
蔵
』
関
係
書
籍
が
春
満
と
赤
穂
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に
考
察
す
る
と
と
も
に
、
従
来
検
討
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
当
時
の
荷

田
春
満
の
周
辺
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
現
在
共
同
研
究（
（1
（

に
よ
っ
て

荷
田
春
満
を
中
心
と
し
た
前
期
国
学
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
察
し
て

い
る
が
、
本
稿
は
そ
の
基
礎
的
作
業
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　
　
　

二

　

荷
田
春
満
と
赤
穂
浪
士
の
関
係
を
物
語
る
史
料
に
、
浪
士
の
一
人
堀
部

弥
兵
衛
金
丸（
11
（

が
著
し
た
『
堀
部
金
丸
覚
書
』
に
、
討
入
り
の
約
一
ヵ
月
前

に
堀
部
が
大
石
三
平
か
ら
聞
い
た
と
い
う
記
事
が
あ
る（
1（
（

。
堀
部
金
丸
は
堀

部
安
兵
衛
武
庸
の
養
父
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
赤
穂
藩
江
戸
足
軽
頭
・
江

戸
留
守
居
役
を
勤
め
、
知
行
三
〇
〇
石
、
の
ち
隠
居
料
二
〇
石
を
得
て
お

り
、
浪
士
の
う
ち
最
高
齢
で
当
時
七
六
才
で
あ
っ
た
。『
堀
部
金
丸
覚
書
』

は
、
浪
士
の
中
で
も
討
入
り
強
硬
派
の
一
人
で
あ
っ
た
堀
部
弥
兵
衛
が
、

吉
良
義
央
の
動
静
を
探
る
た
め
に
聞
き
取
っ
た
内
容
で
あ
る
。
江
戸
留
守

居
役
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
堀
部
弥
兵
衛
は
情
報
収
集
に
最
も
長
け

て
い
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
正
確
な
も
の
と
い
え
る
。
長
文
で
は

あ
る
が
赤
穂
浪
士
や
大
石
一
族
と
春
満
と
の
関
係
が
よ
く
わ
か
る
史
料
で

あ
り
、
以
下
引
用
し
た
い
。

浪
士
の
関
係
を
論
じ
て
お
り
、
戦
後
の
関
係
書
籍
の
う
ち
最
も
読
ま
れ
た

書
物
の
一
つ
松
島
栄
一
『
忠
臣
蔵（
（1
（

』（
岩
波
新
書
）
も
春
満
の
援
助
を
論

じ
て
い
る
。
一
九
六
九
年
に
は
荒
尾
親
成
「
荷
田
東
丸
大
人
筆
蹟
の
こ
と

ど
も（
（1
（

」（『
朱
』
七
号
）
に
写
真
版
が
掲
載
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
、
一
九
八
二

年
に
は
佐
々
木
杜
太
郎
校
注
『
大
石
神
社
蔵
大
石
家
義
士
文
書（
（1
（

』
に
現
代

語
訳
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
、『
神
道
大
系
』
論
説
編
二
十
三
復
古
神
道
㈠

荷
田
春
満（
（1
（

で
も
書
状
と
徳
富
蘇
峰
の
考
察
を
掲
載
し
た
。
つ
い
で
赤
穂
市

が
編
さ
ん
し
た
『
忠
臣
蔵
』
一
巻（
（1
（

に
お
い
て
、『
堀
部
金
丸
覚
書
』
を
使

用
し
な
が
ら
赤
穂
浪
士
と
春
満
と
の
関
係
を
論
じ
て
、
大
石
三
平
と
春
満

が
弥
従
兄
弟
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
大
石
内
蔵
助
が
春

満
の
情
報
を
最
も
確
実
な
も
の
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

ま
た
林
尚
右
『
大
石
内
蔵
助
秘
話（
（1
（

』
で
は
、
春
満
の
京
都
時
代
の
動
向
と

と
も
に
弥
富
破
摩
雄
に
よ
り
書
状
が
発
見
さ
れ
『
義
士
帖
』
が
刊
行
さ
れ

た
経
緯
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
荷
田
春
満
と
赤
穂
浪
士
の
関
係
は
、
近
代
以
降
赤
穂

浪
士
の
研
究
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、

書
状
そ
の
も
の
が
丹
念
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　

筆
者
は
本
年
二
月
、
兵
庫
県
赤
穂
市
の
赤
穂
大
石
神
社
に
お
い
て
、
飯

尾
義
明
宮
司
の
御
高
配
に
よ
り
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
三
日
付
大
石
三
平

宛
荷
田
春
満
書
状
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
以
下
、
書
状
を
史
料
学
的
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霜
月
十
三
日
大
石
氏
入
来
物
語
之
覚

　
　

一�
中
古
之
茶
湯
者
何
之
宗
丹
嫡
伝
、
小
笠
原
佐
渡
守
様
御
家
来

何（
山
田
宗
偏
（

之
宗
返
弟
子
、
町
人
中
嶋
五
郎
作
、
本
宅
ハ
京
橋
近
辺
三
十
間

堀
之
内
、
常
之
住
宅
ハ
霊
岸
島
ニ
而
、
柳
沢
様
御
上
り
屋
敷
唯
今

ハ
町
屋
ニ
成
候
、
其
内
ニ
居
候
由
、
右
五
郎
作
事
大
石
氏
学
友
ニ

而
哉
、
三
年
以
来
折
々
講
釈
之
席
ニ
而
出
合
候
由
、
別
懇
に
て
ハ

無
之
侯
へ
共
、
大
石
氏
い
ヤ
従
弟
程
之
由
緒
有
之
、
京
稲
荷
之
社

家
羽
倉
斎
ト
申
浪
人
、
先
年
御
法
事
之
節
斎
を
大
炊
御
門
大
納
言

様
被
召
連
御
下
り
、
中
嶋
五
郎
作
ニ
此
斎
儀
江
戸
ニ
残
り
居
度
旨

申
候
間
、
其
方
御
願
被
成
と
大
炊
様
御
頼
ニ
付
、
五
郎
作
本
宅

三
十
間
堀
之
店
ニ
而
店
賃
を
も
不
取
借
置
、
志
事
不
浅
念
比
ニ
仕

候
由
、
就
夫
大
石
氏
事
五
郎
作
居
宅
へ
も
折
々
被
参
、
出
来
合
之

料
理
抔
四
五
度
も
振
廻
ニ
あ
ひ
、
尤
斎
宅
に
て
も
五
郎
作
と
折
々

参
会
之
由
、

　
　
　

�

右
之
次
第
故
、
五
郎
作
・
斎
両
人
共
ニ
、
大
石
氏
一
類
中
此
方
家

中
数
多
有
之
段
能
承
知
、
卜（
吉
良
義
央
（市噂

を
右
両
人
切
々
咄
候
、
然
共

心
底
難
計
ニ
付
一
門
共
方
々
江
離
散
候
故
、
書
中
も
絶
し
、
其
上

最
早
何
之
心
懸
ヶ
も
無
之
趣
ニ
相
聞
候
付
、聞
合
も
心
も
曽
無
之
、

と
さ
ら
ぬ
体
に
て
先
之
咄
を
心
ろ
ニ
付
聞
届
候
由
、

　
　

一�

当
月
二
日
三
日
比
五
郎
作
ト
出
合
候
付
、
時
分
柄
候
間
方
々
江
茶

湯
ニ
可
被
参
と
大
石
氏
被
申
候
得
は
、五
郎
作
返
答
、仰
之
通
候
、

就
夫
珍
敷
事
御
座
、
卜
市
よ
り
被
聞
及
候
と
て
茶
湯
ニ
被
招
候
、

日
限
未
相
極
候
へ
共
近
日
参
筈
ニ
候
、
此
節
不
思
寄
儀
ト
五
郎
作

語
候
由
、

　
　

一�

同
去
ル
六
日
斎
方
ニ
而
五
郎
作
ニ
大
石
氏
参
会
候
処
、
今
夕
会
卜

市
江
参
ル
と
五
郎
作
咄
候
由
、

　
　

一�

夫
ル
八
日
羽
倉
斎
所
江
大
石
氏
被
参
、
去
ル
六
日
弥
卜
市
江
被
参

候
哉
と
相
尋
候
得
は
、
斎
返
答
、
六
日
夕
会
ニ
五
郎
作
参
候
処
、

於
囲
会
席
出
卜
市
自
身
之
手
前
ニ
而
茶
を
た
て（
ら
脱
（れ
候
由
、
右
之
節

囲
之
外
ニ
侍
四
五
人
相
見
江
、
刀
・
脇
指
を
も
持
居
候
、
路
次
之

内
に
も
少
々
侍
相
見
、
如
何
様
用
心
之
体
と
相
見
申
候
、
茶
湯
済

小
座
ニ
而
後
段
出
、
亭
主
相
伴
、
其
節
五
郎
作
申
候
は
、
常
々
御

淋
敷
可
有
御
座
と
申
候
ヘ
ハ
、
逼
塞
之
体
ニ
居
候
故
大
形
弾（
上
杉
綱
憲
（

正
方

江
参
居
候
、弾
正
屋
敷
は
広
手
故
慰
ニ
成
候
、向
後
は
心
安
ク
内
々

尋
参
候
得
と
の
挨
拶
之
由
、
右
後
段
も
日
之
内
ニ
相
済
候
由
、
五

郎
作
帰
候
ハ
日
暮
ニ
哉
、
其
儀
は
不
相
尋
候
由
、

　
　

一�

卜
市
事
惣
髪
ニ
而
ハ
無
之
候
へ
共
長
髪
之
由
、
挨
拶
に
も
病
気
ニ

て
居
候
故
長
髪
卜
断
候
由
、

　
　

一
前
方
之
挨
拶
ニ
、
世
悴
事
風
気
故
不
懸
御
目
候
と
断
候
由
、

　
　

一�
囲
之
作
事
如
形
麁
相
ニ
候
、
其
外
も
及
破
損
壁
土
甚
落
た
る
所
も

（

長

重

、

老

中

）
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有
之
候
へ
共
、
修
理
を
も
不
加
様
子
ニ
相
見
江
候
、
常
々
住
宅
候

ハ
ヽ
今
少
取
繕
も
可
在
之
事
ニ
候
、
其
上
所
々
不
掃
除
成
事
共
候

故
、
全
住
宅
と
ハ
不
被
思
と
、
右
之
次
第
五
郎
作
斎
ニ
咄
候
由
、

羽
倉
斎
大
石
氏
江
物
語
之
由
、

　
　

○�

大
石
氏
了
簡
之
趣
被
申
候
は
、
彼
屋
敷
ニ
被
居
候
振
ニ
仕
成
し
候

謀
に
て
も
候
哉
、
但
心
実
茶
湯
数
寄
ニ
而
五
郎
作
を
切
々
被
招
、

打
と
け
ら
れ
候
ハ
ヽ
五
郎
作
居
宅
江
夜
咄
ニ
呼
候
得
、
忍
而
可
行

な
と
ゝ
右
之
事
も
可
在
候
、
左
も
候
ハ
ヽ
日
本
一
之
可
為
事
と
被

申
候
、

　

こ
の
史
料
に
は
、
ま
ず
赤
穂
浪
士
の
江
戸
に
お
け
る
支
援
者
で
あ
っ
た

中
島
五
郎
作
の
話
か
ら
始
ま
る
。
中
島
は
茶
人
山
田
宗
偏
の
弟
子
で
大
石

三
平
の
学
友
で
も
あ
り
、
三
年
以
来
講
釈
の
席
で
出
会
っ
て
い
た
。
大
石

三
平
と
は
そ
れ
ほ
ど
親
し
く
な
い
が
、
弥イ
ヤ

従
兄
弟
す
な
わ
ち
父
母
が
従
妹

同
士
の
関
係
に
あ
る
羽
倉
斎
こ
と
荷
田
春
満
は
、
伏
見
稲
荷
の
社
家
出
身

の
浪
人
で
あ
り
、
先
年
徳
川
家
光
五
十
年
忌
の
法
事
の
と
き
、
勅
使
の
大

炊
御
門
経
光
が
江
戸
に
伴
い
、
江
戸
に
残
る
と
い
う
の
で
中
島
五
郎
作
に

世
話
を
頼
ん
だ
。
中
島
は
本
宅
の
京
橋
三
十
間
堀
に
店
賃
も
取
ら
ず
に
春

満
を
住
ま
わ
せ
丁
重
に
扱
っ
た
。
大
石
三
平
は
時
々
中
島
宅
を
訪
ね
、
春

満
宅
で
も
中
島
と
会
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

中
嶋
も
春
満
も
大
石
一
族
や
赤
穂
浪
士
た
ち
を
知
っ
て
お
り
、「
卜
市（
11
（

」

こ
と
吉
良
義
央
の
噂
を
し
き
り
に
し
た
が
、
大
石
三
平
は
警
戒
し
て
、
大

石
の
一
門
は
離
散
し
音
信
も
な
く
、
討
入
り
の
決
意
も
な
い
と
聞
い
て
い

る
と
返
事
を
し
な
が
ら
、吉
良
の
様
子
に
聞
き
耳
を
立
て
て
い
た
と
い
う
。

十
一
月
二
・
三
日
こ
ろ
、
中
島
は
大
石
三
平
に
吉
良
か
ら
茶
会
に
招
か
れ

て
い
る
が
日
時
は
未
決
定
と
話
し
、
同
六
日
に
は
春
満
宅
で
中
島
が
大
石

三
平
に
今
夕
吉
良
邸
の
茶
会
に
行
く
と
話
し
て
い
る
。

　

十
一
月
八
日
、
春
満
宅
を
訪
れ
た
大
石
三
平
は
、
中
島
が
見
た
吉
良
邸

茶
会
と
屋
敷
の
様
子
を
春
満
か
ら
以
下
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
。
㈠
屋
敷

の
内
で
さ
ら
に
囲
わ
れ
た
場
所
で
茶
会
が
行
わ
れ
、
吉
良
自
身
が
茶
を
立

て
た
が
囲
い
の
周
辺
や
路
地
に
は
武
装
し
た
侍
が
警
固
し
て
い
た
、
㈡
中

島
が
吉
良
に
寂
し
く
な
い
か
と
尋
ね
る
と
、
い
つ
も
米
沢
藩
主
上
杉
綱
憲

邸
に
行
き
、
広
く
て
安
心
で
き
る
と
答
え
た
、
㈢
吉
良
は
中
島
に
今
後
心

安
く
内
々
に
尋
ね
る
よ
う
に
言
っ
た
、
㈣
吉
良
は
病
気
と
称
し
て
月
代
を

剃
ら
ず
、
養
子
の
義
周
も
風
邪
気
味
と
し
て
あ
い
さ
つ
に
出
な
か
っ
た
、

㈤
囲
い
の
作
事
は
粗
雑
で
壁
も
剥
落
し
修
理
も
さ
れ
ず
、
中
島
は
常
に
住

居
し
て
い
れ
ば
少
し
は
修
繕
も
す
る
は
ず
で
、
掃
除
も
行
き
届
か
な
い
こ

と
か
ら
、
住
居
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
と
感
じ
た
。

　

こ
の
話
を
受
け
て
、
大
石
三
平
は
堀
部
に
、
吉
良
が
自
分
の
屋
敷
に
住

居
し
て
い
る
と
錯
覚
さ
せ
る
謀
略
か
も
し
れ
な
い
と
話
し
、
た
だ
し
吉
良
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は
茶
道
を
好
ん
で
中
島
を
招
い
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
夜
話
に
招
か
れ
た

り
非
公
式
に
訪
ね
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
語
っ
て
、
本
懐
を
遂
げ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。

　
『
堀
部
金
丸
覚
書
』
に
は
、
続
い
て
大
石
三
平
が
荷
田
春
満
を
評
し
た

記
事
が
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

一�

羽
倉
斎
事
神
道
・
歌
道
之
指
南
抔
い
た
す
様
子
ニ
相
聞
へ
候
、
前

方
卜
市
も
逢
被
申
、
前
出
入
仕
候
得
共
、
世
上
ニ
而
卜
市
を
専
不

宜
唱
候
故
出
入
如
何
と
、
其
以
来
は
差
扣
彼
屋
敷
江
不
参
候
、
家

老
何
之
多（
松
原
（中
は
弟
手
故
、
爾
今
折
節
多
中
方
ハ
通
し
仕
候
と
斎
咄

之
由
、

　
　
　

�

右
之
通
候
間
、
連
々
気
被
付
様
ニ
い
た
し
懸
候
ハ
ヽ
、
彼
屋
敷
之

様
子
彼
仁
何
方
ニ
ひ
し
卜
居
住
と
の
儀
な
と
聞
届
成
間
敷
事
共
思

わ
れ
す
候
、
乍
去
急
々
ニ
聞
懸
候
て
ハ
、
右
両
人
悪
敷
了
簡
い
た

し
候
て
ハ
還
而
邪
間
、
元
を
失
候
様
ニ
可
相
成
哉
と
存
候
旨
、
委

細
被
申
聞
候
、
以
上
、

　

春
満
は
神
道
や
歌
道
な
ど
を
教
授
し
て
い
る
と
伝
聞
で
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
か
ら
大
石
三
平
は
春
満
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
が
判

る
。
中
島
と
大
石
三
平
が
学
友
と
前
文
に
あ
る
の
は
、
別
の
学
問
の
師
匠

が
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
春
満
は
吉
良
邸
に
出
入
り
し
て
い
た
が
、

吉
良
の
世
評
が
悪
く
な
る
と
出
入
を
辞
め
た
が
、
家
臣
の
松
原
多
中
は
春

満
の
弟
子
で
、
現
在
で
も
連
絡
し
あ
っ
て
い
る
と
語
っ
た
と
い
う
。『
吉

良
家
分
限
帳（
11
（

』
に
よ
れ
ば
、
松
原
多
中
は
吉
良
家
の
家
老
三
人
の
う
ち
の

一
人
で
、
知
行
一
〇
〇
石
で
あ
り
、
の
ち
討
入
り
で
は
浪
士
と
闘
っ
て
負

傷
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
大
石
三
平
は
春
満
や
中
島
に
注
意
し
て
い
れ
ば
吉
良
邸

の
様
子
な
ど
が
判
明
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
の
、
積
極
的
な

態
度
で
情
報
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
、
春
満
や
中
島
が
「
悪
敷
了
簡
」
を
お

こ
し
て
吉
良
に
通
報
す
る
疑
い
も
あ
る
の
で
「
還
而
邪
間
」
す
な
わ
ち
障

害
に
な
る
と
、
堀
部
弥
兵
衛
に
話
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

荷
田
春
満
が
大
石
三
平
と
弥
従
兄
弟
ほ
ど
の
遠
戚
関
係
と
記
さ
れ
る
唯

一
の
史
料
で
あ
り
、
史
料
の
性
格
か
ら
事
実
と
推
定
さ
れ
る
が
、
荷
田
氏

の
系
図
か
ら
も
大
石
氏
の
系
図
か
ら
も
そ
の
関
係
は
辿
れ
な
い
。『
赤
穂

義
士
史
料
』
上
巻
な
ど
で
は
、
春
満
と
大
石
内
蔵
助
が
弥
従
兄
弟
と
指
摘

す
る
が
、
史
料
が
指
摘
す
る
の
は
三
平
と
の
関
係
で
あ
り
、
春
満
と
内
蔵

助
が
遠
戚
に
は
相
違
な
い
が
関
係
は
辿
れ
な
い
。
史
料
に
は
そ
れ
ほ
ど
親

し
い
わ
け
で
は
な
い
と
あ
る
が
、
江
戸
出
府
の
事
情
な
ど
春
満
に
つ
い
て

の
情
報
は
正
確
で
あ
り
、
江
戸
出
府
直
後
に
お
け
る
春
満
の
生
活
が
判
明

す
る
。
春
満
は
大
炊
御
門
経
光
の
紹
介
で
、
江
戸
の
有
力
な
呉
服
商
中
島
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五
郎
作
の
住
居
で
あ
る
京
橋
三
十
間
堀
の
屋
敷
に
居
住
し
て
い
た
。
中
島

は
元
禄
十
四
年
八
月
九
日
に
、
春
満
の
門
人
帳
『
蒙
神
学
正
伝
之
約
契（
11
（

』

に
署
名
し
て
お
り
、
門
人
帳
に
は
四
人
目
に
記
さ
れ
る
と
い
う
春
満
の
高

弟
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
一
方
春
満
は
、
大
石
一
族
や
赤
穂
藩
浅
野
家
中

と
も
知
己
が
多
く
、
一
時
は
吉
良
義
央
の
屋
敷
に
も
出
入
り
し
て
い
た
。

彼
が
さ
ま
ざ
ま
な
縁
故
を
た
ど
り
、
積
極
的
に
各
方
面
に
歌
道
や
神
道
・

故
実
な
ど
を
教
授
し
て
い
た
様
相
を
窺
わ
せ
る
。
江
戸
に
出
府
し
た
春
満

は
、
積
極
的
な
活
動
に
よ
っ
て
、
大
名
・
旗
本
・
陪
臣
に
至
る
ま
で
の
武

士
、
神
職
か
ら
町
人
ま
で
に
自
身
の
学
問
を
教
授
す
る
機
会
を
得
よ
う
と

し
て
い
た
。
当
時
に
お
け
る
春
満
の
願
望
は
、
幕
府
の
歌
道
指
南
に
就
任

し
て
家
を
立
て
る
こ
と
で
あ
り（
11
（

、
高
家
吉
良
義
央
へ
の
出
入
り
は
そ
の
手

掛
か
り
で
も
あ
っ
た
。
春
満
の
江
戸
出
府
は
生
涯
五
度
に
及
び
、
こ
の
最

初
の
出
府
は
元
禄
十
三
年
か
ら
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
ま
で
一
四
年
に

わ
た
っ
た
が
、
こ
の
間
の
積
極
的
な
交
流
活
動
が
、
の
ち
に
春
満
が
幕
府

の
古
典
籍
収
集
活
動
や
文
教
政
策
に
関
わ
る
前
提
に
も
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

他
方
、
大
石
三
平
や
堀
部
弥
兵
衛
な
ど
が
春
満
に
警
戒
心
を
抱
い
た
の

は
、
そ
の
よ
う
な
積
極
的
な
交
際
関
係
の
拡
大
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い

た
た
め
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
春
満
は
、
自
身
の
願
望
の
手
掛
か
り

と
な
る
吉
良
と
の
関
係
を
捨
て
て
、
赤
穂
浪
士
の
支
援
に
尽
力
し
た
の
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
討
入
り
一
ヵ
月
前
に
は
、
荷
田
春
満
や
中
島
五
郎

作
が
赤
穂
浪
士
を
積
極
的
に
支
援
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
石
三
平
や
浪
士
側
は
ま
だ
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。

　
　
　

三

　

大
石
三
平
が
荷
田
春
満
や
中
島
五
郎
作
か
ら
距
離
を
置
き
つ
つ
連
絡
を

取
り
合
っ
て
い
た
十
一
月
前
半
、
赤
穂
浪
士
側
は
、
十
一
月
五
日
に
大
石

内
蔵
助
が
一
時
滞
在
し
て
い
た
武
蔵
橘
樹
郡
平
間
村
か
ら
江
戸
に
入
り
、

浪
士
も
集
結
し
て
武
具
な
ど
を
整
え
て
お
り
、
十
一
月
二
十
九
日
に
は
大

石
内
蔵
助
が
「
金
銀
請
払
帳
」
を
は
じ
め
赤
穂
開
城
以
来
の
諸
書
付
を
旧

主
浅
野
長
矩
の
室
瑶
泉
院
に
提
出
し
、
討
入
り
を
待
つ
態
勢
に
入
っ
た
。

浪
士
た
ち
も
こ
の
時
期
、
暇
乞
い
の
書
状
を
各
所
に
遣
わ
し
て
い
る（
11
（

。

　

十
一
月
二
十
八
日
、
浪
士
の
一
人
原
惣
右
衛
門
が
大
石
三
平
に
書
状
を

送
り（
11
（

、
十
二
月
五
日
の
吉
良
義
央
の
茶
会
の
確
認
を
依
頼
し
た
が
、
開
か

れ
な
か
っ
た
。
十
二
月
七
日
に
は
大
石
内
蔵
助
が
大
石
三
平
に
十
日
過
ぎ

の
茶
会
の
情
報
を
依
頼
し（
11
（

、
十
一
日
に
は
堀
部
弥
兵
衛
が
、
十
二
日
に
は

弥
兵
衛
の
養
子
堀
部
安
兵
衛
が
そ
れ
ぞ
れ
大
石
三
平
に
吉
良
の
茶
会
の
情

報
を
依
頼
し
て
い
る
。
弥
兵
衛
の
書
状
に
は
、
吉
良
の
情
報
が
入
手
で
き

な
い
焦
燥
感
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る（
11
（

。
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大
石
三
平
様　
　
　
　
　
　
　
　

馬
淵
一
郎
右
衛
門

　
　

�
二
三
日
は
不
得
御
意
御
物
遠
ニ
御
座
候
、
其
元
弥
御
堅
固
ニ
被
成
御

座
候
哉
、
無
人
老
へ
も
御
心
得
可
被
下
候
、
然
は
去
ル
五
日
相
延
候

付
、
重
而
之
会
日
相
定
候
哉
、
明
朝
に
て
も
可
有
之
哉
と
千
万
無
心

元
存
候
、
今
晩
方
は
相
知
レ
可
申
候
へ
共
、
其
内
御
聞
届
被
成
候

ハ
ヽ
、
乍
御
六
ヶ
敷
早
々
御
知
せ
可
被
下
候
、
為
其
如
斯
御
座
候
、

右
未
相
知
候
ハ
ヽ
此
者
急
用
之
使
ニ
遣
候
間
、
御
口
上
ニ
て
御
返
答

可
被
仰
下
候
、
以
上
、

　
　
　

十
二
月
十
一
日

　

馬
淵
一
郎
右
衛
門
は
堀
部
弥
兵
衛
の
変
名
で
あ
る
が
、
難
と
柿
ら
の
茶

会
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
執
拗
に
要
求
し
て
い
る
。
翌
日
の
安
兵
衛
の
書

状
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る（
11
（

。

　
　

大
石
三
平
様　
　
　
　
　
　
　
　

長
江
長
左
衛
門

　
　

�

其
後
ハ
不
得
御
意
候
、
御
家
内
御
揃
御
堅
固
承
度
奉
存
候
、
御
両
親

様
宜
御
心
得
可
被
下
候
奉
頼
候
、
然
は
瀬
左
殿
よ
り
之
一
封
と
も
御

届
申
候
、
内
々
之
儀
一
入
御
頼
候
と
の
御
事
候
、
先
日
も
御
面
談
ニ

申
た
る
趣
ニ
而
候
、
と
か
く
貴
様
御
了
簡
ニ
不
過
候
、
心
事
期
面
上

之
時
候
、
以
上
、

　
　
「（
異
筆
（元禄
十
五
年
」

　
　
　
　

十
二
月
十
二
日

　

長
江
長
左
衛
門
は
安
兵
衛
の
江
戸
に
お
け
る
変
名
で
あ
り
、
こ
の
内
容

に
も
多
少
の
執
拗
さ
と
焦
り
の
色
が
見
え
て
い
る
が
、
こ
こ
ま
で
浪
士
た

ち
の
書
状
に
「
羽
倉
斎
」
の
文
言
は
見
え
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
浪
士
た

ち
か
ら
情
報
を
求
め
ら
れ
た
大
石
三
平
の
情
報
源
が
、
荷
田
春
満
・
中
島

五
郎
作
で
あ
る
以
上
、
間
接
的
に
春
満
に
吉
良
の
動
向
を
訪
ね
る
よ
う
依

頼
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
が
、
浪
士
た
ち
が
春
満
の
存
在
を
ど
れ
だ
け

認
識
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
間
、
荷
田
春
満
や
中
島
五
郎

作
が
ど
の
よ
う
な
支
援
を
試
み
た
の
か
、
赤
穂
浪
士
側
が
い
か
に
対
応
し

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
討
入
り
の
直
前
に
は
浪
士
側
の
態
度
に
変
化

が
見
ら
れ
、
春
満
の
情
報
を
し
き
り
に
望
む
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

討
入
り
前
日
の
十
二
月
十
三
日
、
浪
士
の
一
人
富
森
助
右
衛
門
が
大
石

三
平
の
父
大
石
無
人
に
宛
て
た
書
状
に
、
荷
田
春
満
が
登
場
す
る（
1（
（

。

　
　

大
石
無
人
様　

早
　々
　
　
　
　

富
森
助
右
衛
門

　
　

�

以
手
紙
得
御
意
候
、
然
内
々
之
一
儀
、
彼
レ
ニ
弥
明
日
客
有
之
候
段

致
承
知
候
得
共
、
無
心
元
候
間
、
斎
働
ヲ
以
申
来
候
積
り
ニ
付
、
今

日
昼
過
垣
見
五
郎
兵
衛
宿
江
内
々
御
出
被
下
度
候
、
以
上
、
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十
二
月
十
【
四
】〔
三
〕
日　
　

正
因
（
花
押
）

　

明
日
吉
良
邸
に
客
が
あ
り
茶
会
が
開
か
れ
る
と
の
情
報
が
不
確
か
で
あ

り
、「
斎
」
す
な
わ
ち
春
満
の
働
き
で
連
絡
が
あ
る
の
で
、
昼
過
ぎ
に
垣

見
五
郎
兵
衛
こ
と
大
石
内
蔵
助
宅
に
来
る
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。

　

同
日
、
浪
士
の
一
人
間
瀬
久
太
夫
が
同
じ
く
大
石
無
人
に
宛
て
た
書
状

に
も
荷
田
春
満
が
登
場
す
る（
11
（

。

　
　

大
石
無
人
様　

早
　々
　
　
　

間
瀬
久
太
夫

　
　

�

今
十
三
日
内
蔵
助
殿
江
参
候
用
事
ハ
、
斎
キ
手
筋
ニ
而
弥
明
日
吉
良

殿
江
客
有
之
候
段
承
候
得
共
、
無
心
許
候
間
、
三
平
殿
斎
へ
参
相
尋

候
様
に
と
被
申
候
故
、
直
キ
ニ
斎
へ
参
候
処
、
成
程
客
有
之
候
得
共

未
慥
旨
、
明
朝
斎
よ
り
案
内
次
第
又
々
其
段
可
申
入
候
、�
以
上
、

　
　
　
　

十
二
月
十
三
日　
　
　
　
　

正
明
（
花
押
）

　

間
瀬
久
太
夫
は
大
石
内
蔵
助
か
ら
、「
斎
キ
手
筋
」
す
な
わ
ち
荷
田
春

満
が
入
手
し
た
情
報
か
ら
、
十
四
日
に
吉
良
邸
で
茶
会
が
あ
る
と
い
う
が

不
確
か
で
あ
る
の
で
、
大
石
三
平
に
春
満
宅
を
訪
れ
て
ほ
し
い
と
伝
え
る

よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
大
石
三
平
が
直
接
春
満
の
も
と
を
訪
れ
る
と
、
吉

良
邸
に
客
が
あ
り
そ
う
だ
が
確
実
で
は
な
い
の
で
、
明
朝
に
情
報
が
入
り

次
第
春
満
か
ら
連
絡
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
、
と
大
石
無
人
に
書
状
を
送
っ

て
い
る
。
大
石
無
人
・
三
平
父
子
が
春
満
の
情
報
の
伝
達
役
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。ま
た
春
満
も
、吉
良
の
茶
会
の
情
報
に
つ
い
て
、

独
自
の
経
路
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。

　

こ
の
二
通
の
時
間
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
富
森
の
書
状
は
無
人
に

内
蔵
助
の
も
と
に
来
る
よ
う
伝
え
、
間
瀬
の
書
状
は
三
平
を
通
し
て
春
満

に
連
絡
を
取
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
富
森
の
書
状
は
昼

前
に
出
て
い
る
か
ら
、
富
森
の
書
状
に
よ
っ
て
無
人
が
内
蔵
助
を
訪
ね
た

が
ま
だ
春
満
か
ら
は
情
報
が
入
ら
ず
、
無
人
が
帰
宅
し
て
か
ら
間
瀬
か
ら

ま
だ
正
確
な
情
報
が
入
ら
な
い
と
書
状
を
送
っ
た
と
い
う
順
で
作
成
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
石
内
蔵
助
を
始
め
浪
士
た
ち
の
焦

燥
感
が
に
じ
み
出
て
い
る
書
状
で
あ
り
、
と
く
に
間
瀬
の
書
状
に
は
「
斎
」

が
二
度
も
登
場
す
る
。
討
入
り
の
直
前
に
な
る
と
、
大
石
内
蔵
助
た
ち
は

荷
田
春
満
を
信
じ
、
彼
の
情
報
に
縋
る
思
い
で
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

た
の
で
あ
る
。
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元
禄
15年

12月
13日

　
大
石
三
平
宛
羽
倉
斎
（
荷
田
春
満
）
書
状
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四

　

元
禄
十
五
年
十
二
月
十
三
日
、
浪
士
た
ち
が
吉
良
邸
茶
会
の
情
報
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
中
、
荷
田
春
満
は
大
石
三
平
に
書
状
を
送
っ
た（
11
（

。
こ
の

書
状
は
赤
穂
大
石
神
社
に
現
存
し
、
弘
前
の
大
石
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
史

料
の
一
部
で
あ
り
、「
義
士
手
翰
」
と
題
さ
れ
た
巻
子
の
巻
頭
に
あ
る
。

本
巻
は
他
に
堀
部
安
兵
衛
・
堀
部
弥
兵
衛
・
間
喜
兵
衛
・
潮
田
又
之
丞
の

書
状
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
は
前
掲
『
義
士
帖
』
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
本
巻
の
見
返
し
の
部
分
に
は
貼
紙
が
あ
り
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
る
。

　
　
幕
府　
　

神
道
儒
者�

羽�

倉�

斎

　
　
堀
部
弥
兵
衛
事
、

於
江
戸
変
名
、

�

馬
淵
一
郎
右
衛
門

　
　
堀
部
安
兵
衛
事
、

於
江
戸
変
名
、

�

長
江
長
左
衛
門

　
　
　
「（
朱
書
（垣見

五
郎
兵
衛
ト
ハ
良
雄
変
名
ナ
リ
、
馬
淵
有
、」

　
　

垣
見
ト
ハ
内
蔵
介
変
名
之
事
、

　

貼
紙
は
近
世
後
期
に
大
石
家
で
記
さ
れ
た
筆
と
思
わ
れ
る
が
、
羽
倉
斎

を
「
幕
府
神
道
儒
者
」
と
紹
介
し
荷
田
春
満
と
同
一
人
物
と
は
認
識
し
て

い
な
い
。
当
時
の
知
識
と
近
代
以
降
の
国
学
に
対
す
る
認
識
と
の
差
で
あ

ろ
う
。

　

写
真
を
示
し
た
が
、
本
巻
の
巻
頭
に
あ
る
荷
田
春
満
書
状
は
、
縦

一
五
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
七
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
端

裏
の
宛
所
・
差
出
所
の
幅
三
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
が
切
り
取
ら
れ
、
表

に
貼
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
元
の
形
態
は
切
封
で
あ
り
、
宛
所
の
「
石
」
の

部
分
に
封
紙
の
帯
が
巻
か
れ
た
跡
が
あ
り
、
尚
々
書
（
追
而
書
）
一
行
目

の
上
部
に
、
裏
に
薄
く
封
の
墨
の
跡
が
確
認
で
き
る
。
封
を
し
た
の
ち
に

「
大
石
三
平
様
」
と
宛
名
を
書
き
署
名
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

書
状
の
文
言
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
「（
端
裏
（
大
□（
石
（

三
平
様　
　

羽
倉�

斎
」

　
　
　
　

尚
々
、
彼
方
ノ
儀
は

　
　

御
手
簡
拝
見
仕
候
、
一
昨
日
も

　
　
　
　

十
四
日
の
様
ニ
ち
ら
と
承
候
、
以
上
、

　
　

御
状
被
下
候
得
と
も
、
会
席
故

　
　

御
報
不
申
入
失
本
意
候
、

　
　

先
以
餅
壱
重
姪
方
へ

　
　

贈
被
下
、
思
召
寄
忝
御
志

　
　

不
浅
奉
存
候
、
下
拙
よ
り
相
心
得
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御
礼
申
上
候
様
申
候
、
扨
御
頼

　
　

被
成
候
両
品
の
事
、
と
か
く

　
　

相
知
レ
不
申
候
、
其
内
承
合

　
　

可
進
候
、
此
方
一
儀
も

　
　

先
よ
ろ
し
き
様
子
ノ
首

　
　

尾
ニ
て
候
、
必
々
御
沙
汰
な
し
ニ

　
　

御
座
候
、
左
様
御
心
得
可
被
下
候
、

　
　

御
頼
之
儀
少
も
疎
略

　
　

不
存
候
へ
と
も
、
少
指
つ
か
へ

　
　

申
事
ニ
て
、
廿
日
前
ニ
は

　
　

と
か
く
有
無
ノ
御
返
事

　
　

な
る
ま
し
く
と
存
候
、
其
内

　
　

随
分
承
合
て
可
進
候
、

　
　

心
事
其
内
期
貴
面
、
不
備
、

　
　
　
　

臘
月
十
三
日

　
　
「（
異
筆
（元禄

十
五
年
」

　

追
々
書
を
下
げ
て
表
記
の
如
く
示
し
た
が
、
ま
ず
本
文
を
検
討
し
て
み

た
い
。
巻
頭
の
文
言
か
ら
今
十
三
日
・
一
昨
十
一
日
に
も
大
石
三
平
か
ら

書
状
を
受
取
り
な
が
ら
、「
会
席
」
ゆ
え
に
返
信
を
怠
っ
た
こ
と
を
詫
び

て
い
る
。
お
そ
ら
く
大
石
三
平
は
、
し
き
り
に
書
状
を
遣
わ
し
吉
良
に
関

す
る
情
報
を
要
求
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
春
満
は
「
会
席
」
す
な

わ
ち
弟
子
へ
の
講
義
の
た
め
に
返
事
を
失
し
た
の
で
あ
る
。当
時
春
満
は
、

神
田
明
神
神
主
芝
崎
好
高
邸
に
お
い
て
神
道
・
和
歌
・
文
学
な
ど
の
講
義

を
重
ね
て
お
り
、
芝
崎
を
は
じ
め
神
職
、
武
士
、
幕
府
大
工
頭
平
内
大
隅

政
治
、
前
掲
の
中
島
五
郎
作
宗
五
な
ど
の
弟
子
を
抱
え
て
い
た（
11
（

。
中
島
は

春
満
に
住
居
を
提
供
し
て
お
り
、
か
つ
大
石
内
蔵
助
は
じ
め
赤
穂
浪
士
の

有
力
な
支
援
者
で
も
あ
っ
た
。

　

書
状
で
は
つ
ぎ
に
大
石
三
平
が
春
満
の
「
姪
」
に
餅
一
重
を
贈
っ
た
謝

辞
が
記
さ
れ
る
。
彼
女
は
春
満
の
妹
成
子
と
一
族
の
羽
倉
信
元
と
の
間
に

生
ま
れ
た
政
子
、
歌
人
と
し
て
「
真
崎
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
で
あ
り
、
当

時
江
戸
に
お
り
、
の
ち
春
満
の
高
弟
杉
浦
信
濃
守
国
頭
に
嫁
い
だ（
11
（

。
杉
浦

は
遠
江
浜
松
の
諏
訪
社
大
祝
で
あ
り
、
の
ち
賀
茂
真
淵
な
ど
を
育
て
て
遠

州
国
学
の
祖
と
い
わ
れ
、東
海
地
方
一
帯
に
国
学
を
広
め
た
人
物
で
あ
る
。

真
崎
の
江
戸
出
府
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
伏
見
稲
荷
社
の
社
家
羽
倉

氏
が
江
戸
と
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
以
後
春
満
が

長
期
に
わ
た
り
江
戸
に
滞
在
し
た
こ
と
に
も
つ
な
が
る
問
題
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
書
状
で
は
本
題
に
入
り
、
大
石
三
平
か
ら
の
依
頼
の
こ
と
が
な

か
な
か
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
う
ち
に
聞
き
合
せ
て
知
ら
せ
る
と
伝

え
て
い
る
。
依
頼
の
「
両
品
」
が
不
明
と
あ
る
の
は
、
吉
良
の
動
静
と
茶



― 1（ ― 荷田春満と赤穂浪士

会
と
い
わ
れ
る
。「
一
儀
」
は
首
尾
よ
い
と
い
う
が
、
前
掲
富
森
の
書
状

か
ら
、「
一
儀
」
と
は
討
入
り
の
計
画
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
書
状
で
は
、

決
し
て
連
絡
が
な
く
そ
の
こ
と
を
承
知
し
て
ほ
し
い
、
大
石
の
依
頼
を
粗

略
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
差
支
え
も
あ
り
、
二
十
日
過
ぎ
に
な

ら
な
い
と
返
事
が
で
き
な
い
と
伝
え
て
い
る
。
大
石
三
平
か
ら
の
再
三
の

書
状
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
依
頼
の
内
容
は
吉
良
義
央
の
動
向
を

知
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
繰
り
返
し
、
依
頼
は
粗
略
に
し
な
い
が
二
十

日
前
に
は
返
事
は
で
き
な
い
と
語
っ
て
お
り
、
本
文
を
記
し
て
い
る
と
き

に
は
春
満
も
手
を
尽
く
し
な
が
ら
も
吉
良
の
消
息
を
知
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
尚
々
書
は
一
転
し
て
「
尚
々
、
彼
方
ノ
儀
は
十
四
日
の
様
ニ

ち
ら
と
承
候
、
」と
あ
る
。古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
彼
方
」

が
吉
良
の
茶
会
と
在
宅
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
前

掲
富
森
の
書
状
に
、
吉
良
を
「
彼
レ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
首
肯
で
き

よ
う
。
二
十
日
以
前
に
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
本
文
と
、
吉
良
の
こ
と
が

十
四
日
と
い
う
尚
々
書
に
は
、
明
ら
か
に
矛
盾
が
あ
る
。

　

一
般
に
近
世
の
尚
々
書
（
追
而
書
）
は
本
文
の
前
あ
る
い
は
行
間
に
記

し
、
本
文
の
う
ち
最
も
重
要
な
内
容
を
繰
り
返
す
文
言
が
多
く
、
現
在
の

追
伸
と
は
意
義
を
異
に
す
る
と
さ
れ
、
特
記
す
べ
き
内
容
が
な
い
場
合
に

は
本
文
の
前
に
段
を
下
げ
て
「
以
上
」
と
記
す
と
い
わ
れ
る
。
当
時
の
書

状
に
追
伸
を
記
し
た
尚
々
書
の
事
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
書

状
は
ま
さ
に
追
伸
で
あ
り
、
本
文
を
認
め
た
時
よ
り
後
に
本
文
と
は
異
な

る
新
た
な
情
報
を
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
春
満
は
、
吉
良
の
情
報
が
入
手
で
き
ず
、
本
文
を
記
し
て
書

状
を
出
そ
う
と
し
た
と
き
、
吉
良
が
十
四
日
に
茶
会
を
開
い
て
在
宅
す
る

と
い
う
多
少
不
確
か
な
情
報
を
入
手
し
て
、
尚
々
書
に
急
ぎ
書
き
加
え
た

の
で
あ
る
。尚
々
書
の
一
行
目
が
本
文
よ
り
墨
が
薄
い
と
い
う
筆
遣
い
も
、

情
報
が
入
手
で
き
ず
に
詫
び
を
繰
り
返
す
よ
う
な
筆
が
遅
く
な
る
本
文
と

同
じ
速
度
で
書
い
た
と
い
う
よ
り
、
急
い
で
書
き
加
え
た
と
み
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
従
来
尚
々
書
の
文
言
だ
け
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
状

を
出
し
た
十
二
月
十
三
日
に
は
春
満
は
確
実
な
情
報
を
ま
だ
入
手
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
自
ら
も
焦
燥
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

お
そ
ら
く
、
前
掲
の
富
森
助
右
衛
門
の
書
状
に
「
明
日
客
有
之
候
段
致

承
知
候
得
共
、
無
心
元
候
間
、
斎
働
ヲ
以
申
来
候
積
り
」
と
見
え
、
間
瀬

久
太
夫
の
書
状
に
「
斎
キ
手
筋
ニ
而
弥
明
日
吉
良
殿
江
客
有
之
候
段
承
候

得
共
、
無
心
許
候
間
」
と
あ
り
、
斎
す
な
わ
ち
春
満
か
ら
の
情
報
が
不
確

実
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
書
状
に
「
ち
ら
と
承
候
」
と
あ
る
春
満
の

不
確
実
な
文
言
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
か
ら
、
赤
穂
浪
士
が
春
満
の
存
在
と
情
報
の
重
要
性
を
認
識
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
三
日
に
、
春
満
が
「
彼
方
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ノ
儀
は
十
四
日
の
様
ニ
ち
ら
と
承
候
」
と
尚
々
書
に
記
し
た
書
状
か
ら
で

あ
り
、
そ
れ
ま
で
大
石
三
平
だ
け
に
頼
っ
て
い
た
浪
士
た
ち
が
、
こ
の
文

言
に
よ
り
情
報
源
で
あ
る
春
満
を
強
く
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
富
森
・
間
瀬
の
書
状
に
「
斎
」
が
登
場
し
た
の

で
あ
る
。

　
　
　

五

　

十
二
月
十
四
日
昼
こ
ろ
に
、
大
石
内
蔵
助
の
も
と
に
大
石
三
平
か
ら
吉

良
在
宅
の
情
報
が
入
っ
た
。
討
入
り
を
と
も
に
し
た
の
ち
に
立
ち
退
い
た

寺
坂
吉
右
衛
門
の
覚
書
『
寺
坂
私
記（
11
（

』
が
、
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

　
　

一�

極
月
十
四
日
之
昼
時
、
兼
而
申
合
候
大
石
三
平
方
よ
り
、
上
野
介

殿
御
事
今
日
帰
宅
被
成
候
由
聞
付
、
早
速
告
来
候
、
然
る
処
江
大

高
源
吾
も
彼
師
匠
方
に
て
聞
出
し
被
帰
候
、
上
野
介
殿
二
・
三
日

中
に
手
前
に
て
茶
の
湯
の
会
有
之
筈
に
て
、
支
度
ニ
被
帰
候
由
ニ

付
、
大
幸
之
事
と
何
も
な
ゝ
め
な
ら
す
歓
候
て
、
早
速
と
用
意
被

致
候
、

　

大
石
三
平
か
ら
の
情
報
は
、
当
然
荷
田
春
満
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ

り
、
春
満
は
十
三
日
に
書
状
を
記
し
た
以
後
、
十
四
日
昼
ま
で
に
新
た
に

確
実
な
情
報
を
入
手
し
た
の
で
あ
る
。「
早
速
告
来
候
」
の
文
言
に
、
春

満
か
ら
大
石
三
平
へ
、
さ
ら
に
内
蔵
助
へ
と
い
う
速
や
か
な
伝
達
経
路
が

見
え
て
い
る
。
春
満
が
ど
の
よ
う
な
経
路
で
入
手
し
た
の
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
最
後
ま
で
努
力
を
怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
茶
人
山
田
宗
偏
に
弟
子
入
り
し
て
い
た
大
高
源
五
も
、
山
田

か
ら
吉
良
邸
茶
会
の
情
報
を
入
手
し
、浪
士
た
ち
は
早
速
準
備
に
か
か
り
、

同
日
深
更
に
吉
良
邸
に
討
ち
入
っ
た
の
で
あ
る（
11
（

。

　

本
稿
で
は
、
荷
田
春
満
の
動
向
を
中
心
に
赤
穂
浪
士
と
の
関
係
を
論
じ

た
。
元
禄
十
三
年
、
江
戸
に
出
府
し
た
春
満
は
、
積
極
的
に
活
動
し
な
が

ら
歌
学
・
神
道
・
故
実
な
ど
の
教
授
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
に
広
め
て
お
り
、

幕
府
の
歌
道
指
南
に
就
任
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
有

力
町
人
の
中
島
五
郎
作
、
遠
縁
の
大
石
一
族
や
赤
穂
浅
野
家
中
、
ま
た
吉

良
義
央
や
家
臣
な
ど
と
も
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
春
満
が
吉
良
の
情

報
を
詳
細
に
収
集
し
な
が
ら
赤
穂
浪
士
を
支
援
し
た
経
緯
を
述
べ
た
。
つ

い
で
、
元
禄
十
五
年
十
一
月
半
ば
に
は
、
荷
田
春
満
が
赤
穂
浪
士
に
好
意

を
見
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
浪
士
や
大
石
三
平
は
春
満
や
中
島
五
郎
作

の
真
意
を
疑
っ
て
い
た
も
の
の
、
十
一
月
末
に
は
大
石
三
平
に
吉
良
の
情

報
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
石
三
平
の
情
報
源
は
春
満
で
あ
り
、
大
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石
内
蔵
助
や
大
石
三
平
始
め
浪
士
た
ち
が
、
次
第
に
春
満
を
信
頼
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
変
化
を
説
い
た
。
さ
ら
に
春
満
が
浪
士
た
ち
を
支
援

し
、
浪
士
が
討
入
り
を
決
断
し
た
証
拠
と
さ
れ
る
書
状
に
つ
い
て
、
史
料

の
状
態
と
と
も
に
、
書
状
の
本
文
と
尚
々
書
の
執
筆
に
時
間
差
や
筆
の
動

き
の
差
が
あ
る
こ
と
を
検
討
し
た
。
か
つ
こ
の
書
状
が
討
入
り
の
決
断
を

促
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
論
じ
、
討
入
り
を
決
断
さ
せ
た
の
は
翌

日
の
十
四
日
に
春
満
が
入
手
し
、
大
石
三
平
が
同
日
昼
頃
に
大
石
内
蔵
助

の
も
と
に
も
た
ら
し
た
情
報
で
あ
っ
た
と
推
論
し
た
。

　

な
お
春
満
は
、
赤
穂
浪
士
の
討
入
り
を
支
援
し
た
事
実
は
生
涯
語
ら
な

か
っ
た
。
春
満
の
謙
虚
さ
や
清
廉
さ
を
説
く
著
作
も
多
い
が
、
ひ
と
つ
に

は
後
に
幕
府
の
古
典
籍
収
集
事
業
に
関
与
し
た
た
め
、
幕
府
が
処
罰
し
た

浪
士
た
ち
と
の
関
係
公
表
を
た
め
ら
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
吉
良
義

央
の
家
老
と
し
て
負
傷
し
た
松
原
多
仲
が
弟
子
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
こ
と

も
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

筆
者
の
関
心
は
荷
田
春
満
の
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
過
程
に
あ

り
、元
禄
十
三
年
か
ら
正
徳
四
年
ま
で
十
四
年
に
及
ぶ
江
戸
在
府
期
間
に
、

ど
の
よ
う
な
活
動
に
よ
っ
て
学
問
や
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
広
げ
て
い
っ
た

の
か
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
神
職
と
の
交
流
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
古
く
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
武
士
と
の
交
流

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
赤
穂
浪
士
の
問
題
は
特
殊
で

は
あ
る
が
、
武
士
に
対
す
る
春
満
の
活
動
の
一
端
を
知
る
好
例
で
あ
り
、

今
後
各
方
面
の
活
動
に
つ
い
て
の
検
討
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

追
記
、
こ
の
研
究
は
、
平
成
二
十
九
年
度
國
學
院
大
學
国
内
派
遣
研
究

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
か
つ
史
料
の
調
査
に
当
た
り
、
赤
穂
大
石
神
社

飯
尾
義
明
宮
司
に
特
別
の
御
高
配
を
賜
り
、
本
書
へ
写
真
の
掲
載
を
許
可

い
た
だ
い
た
。
ま
た
赤
穂
大
石
神
社
学
芸
員
佐
藤
誠
氏
、
渋
谷
区
教
育
委

員
会
学
芸
員
岡
田
謙
一
氏
に
御
厚
配
を
賜
っ
た
。
深
く
感
謝
す
る
次
第
で

あ
る
。

注（1
）�

近
年
の
研
究
成
果
と
し
て
、
松
本
久
史
『
荷
田
春
満
の
神
道
学
』（
弘
文
堂
、

二
〇
〇
七
年
刊
）、國
學
院
大
學『
国
学
の
始
祖　

荷
田
春
満
』（
二
〇
一
二
年
刊
）。

史
料
と
し
て
『
新
編
荷
田
春
満
全
集
』
一
二
巻
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
三
～
一
〇

年
刊
）、『
東
羽
倉
家
史
料
集
』
一
～
三
（
國
學
院
大
學
一
二
〇
七
研
究
室
、

二
〇
一
三
～
一
八
年
刊
）。

（
2
）�

片
山
深
淵
『
赤
城
義
臣
伝
』
一
四
巻
五
冊
、
慶
応
四
年
刊
、
架
蔵
本
。

（
（
）�
角
田
九
華
『
続
近
世
叢
話
』
八
巻
四
冊
、
弘
化
二
年
刊
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

（
（
）�
福
本
日
南
『
元
禄
快
挙
録
』（
啓
成
社
、
一
九
〇
九
年
刊
、
岩
波
文
庫
、

一
九
八
二
年
刊
）。
岩
波
文
庫
版
の
松
島
栄
一
「
解
説
」
を
参
照
し
た
。

（
（
）�『
赤
穂
義
人
纂
書
』
三
冊
（
国
書
刊
行
会
、
明
治
一
九
一
〇
～
一
一
年
刊
）。
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大
石
無
人
良
総（
寛
永
四
～
正
徳
二
年
）は
大
石
内
蔵
助
良
雄
の
祖
父
と
従
兄
弟
。

赤
穂
浅
野
家
に
栄
え
て
い
た
が
寛
文
六
年
に
浪
人
、
以
後
江
戸
に
出
て
お
り
、
赤

穂
浪
士
の
支
援
者
と
な
っ
た
。
長
男
郷
右
衛
門
良
麿
は
弘
前
藩
津
軽
家
に
仕
え
、

二
男
三
平
良
穀
は
赤
穂
事
件
当
時
浪
人
で
浪
士
の
支
援
に
奔
走
し
た
。
弘
前
大
石

家
文
書
の
中
に
は
大
石
三
平
宛
の
史
料
が
多
い
が
、
父
無
人
の
手
元
に
保
存
さ
れ

て
良
麿
の
子
孫
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
石
家
文
書
は
一
九
六
七
年
に
大

石
神
社
に
寄
贈
さ
れ
た
。
大
石
神
社
編
・
佐
々
木
杜
太
郎
校
注
『
大
石
家
系
図
正

纂
』
赤
穂
義
士
史
料
集
二
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
〇
年
刊
）。『
赤
穂
義
士
事

典
』（
赤
穂
義
士
事
典
刊
行
会
、一
九
七
二
年
刊
）。『
赤
穂
大
石
神
社
の
名
宝
』（
大

石
神
社
、
二
〇
一
二
年
刊
）。
注
（
参
照
。

（
（
）�

大
石
三
平
良
穀
（
延
宝
三
～
寛
延
二
年
）
は
、
大
石
無
人
の
次
男
で
赤
穂
浪
士
大

石
瀬
左
衛
門
の
従
兄
弟
に
当
た
る
。
元
禄
三
年
近
衛
家
に
仕
え
、
同
十
年
浪
人
し

て
江
戸
に
住
み
、
元
禄
十
五
年
に
は
二
八
歳
で
父
無
人
と
と
も
に
赤
穂
浪
士
を
支

援
し
た
。
の
ち
宝
永
二
年
讃
岐
高
松
藩
主
松
平
家
に
仕
え
、
書
院
番
頭
・
横
目
・

弓
足
軽
預
な
ど
を
歴
任
し
三
〇
〇
石
を
知
行
し
、隠
居
の
後
七
五
歳
で
死
去
し
た
。

子
孫
は
高
松
藩
に
仕
え
た
。『
大
石
家
系
図
正
纂
』。『
赤
穂
義
士
事
典
』。
注
（
参

照
。

（
（
）�

弥
富
破
摩
雄
・
久
保
田
米
斎
編
『
義
士
帖
』（
大
塚
巧
芸
社
、
一
九
二
二
年
刊
）、

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

（
（
）�

弥
富
破
摩
雄
『
近
世
国
文
学
之
研
究
』
素
人
社
書
屋
、
一
九
三
三
年
刊
。

（
10
）�

徳
富
蘇
峰
『
近
世
日
本
国
民
史
』
元
禄
時
代
中
巻
義
士
篇
（
民
友
社
、
一
九
二
五

年
刊
）。
明
治
書
院
刊
行
一
九
三
六
年
普
及
版
を
参
照
し
た
。

（
11
）�

中
央
義
士
会
編
『
赤
穂
義
士
史
料
』
上
中
下
巻
（
雄
山
閣
、
一
九
三
一
年
刊
）。

（
12
）�

三
宅
清『
荷
田
春
満
の
神
祇
道
学
』（
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、一
九
四
〇
年
刊
）。

同
氏
『
荷
田
春
満
』（
畝
傍
書
房
、
一
九
四
二
年
刊
）、
同
氏
『
荷
田
春
満
の
古
典

学
』
第
一
巻
（
自
家
版
、
一
九
八
一
年
刊
）
に
再
録
。

（
1（
）�

松
島
栄
一
『
忠
臣
蔵
』
岩
波
新
書
、
一
九
六
四
年
刊
。

（
1（
）�

荒
尾
親
成
「
荷
田
東
丸
大
人
筆
蹟
の
こ
と
ど
も
」（『
朱
』
七
号�

伏
見
稲
荷
大
社
、

一
九
六
九
年
刊
）。

（
1（
）�

大
石
神
社
編
・
佐
々
木
杜
太
郎
校
注
『
大
石
家
義
士
文
書
』
赤
穂
義
士
史
料
集
三

（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
二
年
刊
）。

（
1（
）�

菟
田
俊
彦
校
注
『
神
道
大
系
』
論
説
編
二
十
三
復
古
神
道
㈠
荷
田
春
満�

（
神
道
大

系
編
纂
会
、
一
九
八
三
年
刊
）。

（
1（
）�

赤
穂
市
史
編
さ
ん
室
『
忠
臣
蔵
』
一
巻　

一
九
八
四
年
刊
。
執
筆
は
八
木
哲
浩
。

（
1（
）�

林
尚
右
『
大
石
内
蔵
助
秘
話
』
自
家
版
、
一
九
八
七
年
刊
。

（
1（
）�

平
成
十
五
～
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
近
世
国
学
の
展

開
と
荷
田
春
満
の
史
料
的
研
究
」
研
究
代
表
者
根
岸
茂
夫
、
平
成
二
十
二
～

二
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
近
世
に
お
け
る
前
期
国
学

の
総
合
的
研
究
」
研
究
代
表
者
根
岸
茂
夫
、
平
成
二
十
七
～
三
十
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
近
世
に
お
け
る
前
期
国
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

と
文
化
・
社
会
の
展
開
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」
研
究
代
表
者
根
岸
茂
夫
、
な
ど
。

（
20
）�

堀
部
弥
兵
衛
金
丸
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、『
赤
穂
義
士
事
典
』
を
参
照
し
た
。
以

下
登
場
人
物
に
つ
い
て
同
書
を
参
照
し
た
。

（
21
）�『
赤
穂
義
士
史
料
』
上
巻
、
二
三
六
頁
。
本
書
の
頭
注
で
は
、
荷
田
春
満
が
大
石

内
蔵
助
に
語
っ
た
話
と
あ
る
が
、
赤
穂
市
史
編
さ
ん
室
『
忠
臣
蔵
』
一
巻
、

一
六
五
頁
な
ど
に
見
え
る
よ
う
に
、
荷
田
春
満
が
大
石
三
平
に
語
っ
た
内
容
で
あ

る
。

（
22
）�「
卜
市
」
は
吉
良
上
野
介
義
央
の
茶
人
と
し
て
の
号
で
あ
る
。

（
2（
）�『
赤
穂
義
士
事
典
』
一
七
二
頁
。

（
2（
）�

東
羽
倉
家
文
書
『
蒙
神
学
正
伝
之
約
契
』（
平
成
二
十
年
度
國
學
院
大
學
特
別
推

進
研
究
「
近
世
に
お
け
る
前
期
国
学
の
総
合
的
研
究
」
成
果
報
告
書
『
荷
田
春
満

門
人
一
覧
稿
他
』
二
〇
〇
九
年
刊
）。

（
2（
）�
元
禄
十
六
年
十
一
月
十
日
「
羽
倉
信
元
宛
荷
田
春
満
書
状
」。
本
書
は
二
〇
一
五

年
に
羽
倉
信
明
氏
か
ら
國
學
院
大
學
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
國
學
院
大
學
図
書
館
所
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蔵
。
菟
田
俊
彦
校
注
『
神
道
大
系
』
論
説
編
二
十
三
復
古
神
道
㈠
荷
田
春
満
、

三
四
八
頁
。

（
2（
）�『
忠
臣
蔵
』
一
巻
、
一
五
六
～
一
八
八
頁
。

（
2（
）�『
義
士
帖
』。『
赤
穂
義
士
史
料
』
下
巻
、
一
九
六
頁
。『
大
石
家
義
士
文
書
』

二
三
一
頁
。『
忠
臣
蔵
』
三
巻
、
三
三
九
頁
。

（
2（
）�『
赤
穂
義
士
史
料
』
下
巻
、
二
一
八
頁
。『
忠
臣
蔵
』
三
巻
、
三
六
二
頁
。

（
2（
）�

大
石
神
社
所
蔵
『
義
士
手
翰
』
壱
。
翻
刻
は
『
赤
穂
義
士
史
料
』
下
巻
、
二
四
二

頁
、『
大
石
家
義
士
文
書
』
二
四
五
頁
、『
忠
臣
蔵
』
三
巻
、
三
七
四
頁
。

（
（0
）�

大
石
神
社
所
蔵
『
義
士
手
翰
』
壱
。
翻
刻
は
『
義
士
帖
』、『
赤
穂
義
士
史
料
』
下

巻
、
二
四
四
頁
、『
大
石
家
義
士
文
書
』
二
三
三
頁
、『
忠
臣
蔵
』
三
巻
、
三
八
一

頁
。

（
（1
）�『
義
士
帖
』。『
赤
穂
義
士
史
料
』
下
巻
、
二
四
七
頁
。『
大
石
家
義
士
文
書
』

二
〇
七
頁
。『
忠
臣
蔵
』
三
巻
、
三
八
四
頁
。

（
（2
）�

大
石
神
社
所
蔵
『
赤
穂
浪
士
四
十
七
人
之
内
書
簡
類
』。
写
真
は
『
義
士
帖
』『
赤

穂
大
石
神
社
の
名
宝
』。
翻
刻
は
『
赤
穂
義
士
史
料
』
下
巻
、
二
四
七
頁
。『
大
石

家
義
士
文
書
』
二
五
八
頁
。『
忠
臣
蔵
』
三
巻
、
三
八
五
頁
。

（
（（
）�『
赤
穂
浪
士
四
十
七
人
之
内
書
簡
類
』。
写
真
は
『
義
士
帖
』『
赤
穂
大
石
神
社
の

名
宝
』。
翻
刻
は
『
赤
穂
義
士
史
料
』
下
巻
、
二
四
八
頁
。『
大
石
家
義
士
文
書
』

二
二
二
頁
。『
忠
臣
蔵
』
三
巻
、
三
八
五
頁
。

（
（（
）�

前
掲
、
東
羽
倉
家
文
書
『
蒙
神
学
正
伝
之
約
契
』。

（
（（
）�

羽
倉
敬
尚
「
浜
松
人
杉
浦
真
崎
女
の
業
績
」（
鈴
木
淳
編
『
近
世
学
芸
論
考
』
明

治
書
院
、
一
九
九
二
年
刊
）。
内
田
旭
「
杉
浦
国
頭
の
生
涯
」（
一
九
四
一
年
刊
、

遠
江
史
料
叢
書
八
『
内
田
旭
著
作
集
』
二　

浜
松
市
史
蹟
顕
彰
会
、
一
九
九
四
年

刊
に
再
録
）。

（
（（
）�『
寺
坂
私
記
』（『
赤
穂
義
士
史
料
』
上
巻
、
二
六
八
頁
）。『
寺
坂
信
行
自
記
』（『
忠

臣
蔵
』
三
巻
、
二
四
〇
頁
）。

（
（（
）�

赤
穂
市
史
編
さ
ん
室
編
『
忠
臣
蔵
』
一
巻
、
一
八
二
頁
で
は
、
赤
穂
浪
士
の
吉
良

情
報
の
入
手
は
大
石
三
平
・
荷
田
春
満
の
ル
ー
ト
が
主
で
あ
り
、
大
高
源
五
・
山

田
宗
偏
の
ル
ー
ト
は
偶
発
的
な
情
報
で
あ
っ
て
、
後
世
に
俗
説
が
拡
大
し
て
有
名

に
な
っ
た
も
の
と
叙
述
し
て
い
る
。
大
石
内
蔵
助
は
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
四
日

「
寺
井
玄
渓
宛
書
状
」（
大
石
神
社
所
蔵
、『
忠
臣
蔵
』
三
巻
、
三
九
九
頁
）
に
、

大
高
源
五
が
町
人
の
姿
と
な
っ
て
山
田
宗
偏
に
入
門
し
、
吉
良
邸
の
茶
会
の
情
報

を
掴
ん
だ
と
記
し
て
お
り
、大
石
三
平
や
荷
田
春
満
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。

た
だ
寺
井
は
元
赤
穂
藩
医
で
あ
り
、
大
石
内
蔵
助
は
元
浅
野
家
中
に
同
志
の
活
躍

を
喧
伝
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
と
く
に
藩
外
の
三
平
や
春
満
の
動
向
に
つ
い
て
記

す
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。


